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果実花き課

SNSフルーツフォトコンテスト「パシャフル！2025」結果発表
　ＪＡ全農長野果実花き課は、インスタグラムを活用したフ
ルーツフォトコンテスト「パシャフル！2025」の結果を発
表しました。「パシャフル！」は長野県産果実の認知度向上
と消費拡大を目的に『旬の長野県産フルーツ』をテーマにし
た写真や動画を募集するキャンペーンで、2025年で７回目
の開催です。
　募集期間を２回に分け、７月１日～８月31日の第１弾で
は77件、９月１日～11月30日の第２弾では134件、合計
211件の応募がありました。
　期間中は、作品の募集と同時に旬の時期に合わせた出回り
情報をお届けする「旬の出回り発信」、おいしく食べていた
だくため、インフルエンサー考案のレシピ投稿、９月23日
の「長野県ぶどうの日」と11月22日の「長野県りんごの
日」の記念日投稿、県内外で実施した全農直営店でのフェア
開催告知なども計18回投稿し、フォロワーに向けてフルー
ツの旬の情報を発信しました。
　第１弾では、アンズやプルーンなどの特産果実やスイカ・
モモなどの投稿・応募を多くいただきました。コメントには

「長野がプルーンで有名なことを最近まで知らず、
興味を持ち調べてみると、全国の中でも生産量が多
いことがわかり、プルーンを食べるようになった」
「アンズをおいしく食べ、フルーツの恵みを堪能し
ています」などフォロワーの皆さんに長野県の果実
のおいしさを知っていただく機会を創出することが
できました。第２弾ではブドウとリンゴの投稿が多
く「秋映の葉摘に、玉回し、朝晩の冷え込みのおか
げで色づきました」という生産者からの投稿や、「ク
イーンルージュ®を初めて食べたのですが、こんな
に甘いブドウがあることを知りませんでした」とい
ううれしい投稿もあり、この企画により長野県産果
実の興味・関心を高め、消費拡大につなげることが
できました。
　今年度の「パシャフル！」は終了しましたが、同
様に花きで開催しているキャンペーン「パシャフラ
ワー！2025」は作品を募集中です。
　果実花き課は今後も宣伝活動をとおして長野県産
果実の旬の情報を発信し消費拡大に努めてまいります。
※第１弾グランプリ賞＝表紙左下
　第２弾グランプリ賞＝表紙右下

旬の果実出回り情報

インフルエンサー考案のレシピを投稿

皆さんからの応募作品
はこちら
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夏秋イチゴの試験設置状況

加温ぶどうの試験設置状況現地研修会の風景
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日」の記念日投稿、県内外で実施した全農直営店でのフェア
開催告知なども計18回投稿し、フォロワーに向けてフルー
ツの旬の情報を発信しました。
　第１弾では、アンズやプルーンなどの特産果実やスイカ・
モモなどの投稿・応募を多くいただきました。コメントには

「長野がプルーンで有名なことを最近まで知らず、
興味を持ち調べてみると、全国の中でも生産量が多
いことがわかり、プルーンを食べるようになった」
「アンズをおいしく食べ、フルーツの恵みを堪能し
ています」などフォロワーの皆さんに長野県の果実
のおいしさを知っていただく機会を創出することが
できました。第２弾ではブドウとリンゴの投稿が多
く「秋映の葉摘に、玉回し、朝晩の冷え込みのおか
げで色づきました」という生産者からの投稿や、「ク
イーンルージュ®を初めて食べたのですが、こんな
に甘いブドウがあることを知りませんでした」とい
ううれしい投稿もあり、この企画により長野県産果
実の興味・関心を高め、消費拡大につなげることが
できました。
　今年度の「パシャフル！」は終了しましたが、同
様に花きで開催しているキャンペーン「パシャフラ
ワー！2025」は作品を募集中です。
　果実花き課は今後も宣伝活動をとおして長野県産
果実の旬の情報を発信し消費拡大に努めてまいります。
※第１弾グランプリ賞＝表紙左下
　第２弾グランプリ賞＝表紙右下

旬の果実出回り情報

インフルエンサー考案のレシピを投稿

皆さんからの応募作品
はこちら
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■メディア・SNSを通じてのPR活動
　昨年度に引き続き、産地PRとしてラジオ・SNSでの発
信にも取り組みました。
　６月27日に名古屋市の中日ビルで「７月２日　夏の長
野県産レタスの日」のアピールと、出荷最盛期を迎える長
野県産夏野菜の中部圏の消費者へのPRを目的に、「長野県　
夏の高原野菜フェア」を開催しました。開催前日に地元ラ
ジオ局ZIP-FMの番組に出演し、フェアの案内と長野県産
高原野菜の紹介、「夏の長野県産レタスの日」のPRを行い
ました。イベントには南佐久野菜協議会の皆さんにもお越
しいただき、高橋石也副会長（ＪＡ川上そ菜販売組合長）
より挨拶と産地PRをいただきました。南佐久野菜協議会
の皆様とレタスをはじめとする長野県産農産物の販売・試
食提供やレシピ・ノベルティを配布し、多くのお客様で賑
わいました。
　前日の７月１日にはセントライ青果㈱にご協力いただ

き、名古屋市中
央卸売市場北部

市場で、市場関係者にレタ
スの試食宣伝会を実施し、
品質の高さとおいしさを訴
求することができました。
この様子をセントライ青果
のSNSで発信していただ
き、より多くの方に「夏の
長野県産レタスの日」を
PRすることができました。

　全農長野名古屋販売事務
所は、引き続き市場関係
者、実需者の皆様に向けて
様々な方法で長野県産農産
物をPRし、中部圏での認
知度向上、消費拡大に取り
組んでまいります。

　ＪＡから産地応援をいただいた試食宣伝会も積極的に実施しました。
　７月にＪＡながの、８月にＪＡ佐久浅間、９月にＪＡ松本ハイランドの皆様にお越しいただき、店頭で
販売応援を行っていただきました。お客様に直接、産地や野菜のPRすることで産地を知っていただき親
しみを持っていただく機会にもなり購入につながります。

ＪＡから産地応援をいただいた試食宣伝会（ＪＡながの、ＪＡ佐久浅間、ＪＡ松本ハイランド）

中日ビルで開催した「長野県夏の高原野菜フェア」

北部市場での「夏の長野県レタスの日」PR ご協力いただいたセントライ青果のSNS
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令和７年度　野菜販売促進の取り組みについて
　令和７年度の野菜の生産・出荷を振り返ると、昨年に引き続き夏場の高温・干ばつ、局所的な大雨、肥
料・農薬・農業資材価格の高騰など、生産現場にとって厳しい環境でした。このような中で、生産者・
ＪＡ関係者・流通関係すべての皆様の尽力と協力により、多くの商品を中京地区に出荷することができま
した。
　一方、新型コロナウイルスが５類に引き下げられて２年が経過し、多くの業界でコロナ前のような活発
な経済活動が行われています。青果物の販売に大きく関係するスーパーマーケットでは、試食宣伝の回数
が増え、消費者に向けて青果物のおいしさや産地の魅力を訴求できる環境が戻ってきています。
　こうした状況の中、名古屋販売事務所は「旬を感じられる売り場づくりと、継続した購入につながる試
食宣伝」「メディア・SNSを通じてのPR活動」に力を入れて取り組んでまいりました。本年度の野菜の販
売促進について報告します。

■旬を感じられる売り場づくりと、継続した購入につながる試食宣伝
　本県産野菜の出荷が充実してくる４月以降、５月はアスパラガス、６月以降はレタス類をはじめセル
リー、ズッキーニ、キュウリ、ピーマンといった夏野菜など、品目ごとの出荷最盛期に合わせて量販店で
の販促活動を実施しました。量販店ではポスターやPOPなどの宣伝資材を活用した売り場づくりによる
長野県産野菜のPRや、試食販売員を入れた試食宣伝により、旬の野菜を多くの方に味わっていただける
よう取り組んでまいりました。実際に食べていただくことの効果は大きく、販売数の増加はもちろん「長
野県産の野菜は新鮮でおいしい」「初めて食べる調理法でおいしかった。家でも作って食べます」という
声を多くいただき、PRと消費拡大につなげることができました。
　10月以降はハクサイ・白ネギなどの単品はもちろん、きのこや果実と合わせた長野県産品の売り場づ
くりを行い、品質の高さやおいしさを訴求しました。

名古屋販売事務所

　試食宣伝では、調味料
メーカーとのタイアップ
メニューの提供にも取り
組みました。味の素㈱の
オイスターソースを使っ
た「瞬間消滅レタス」を
筆頭に、モランボン㈱の
チョレギのたれを使用し
たサラダや、キムチの素
を使用した豚キムチなど
を提案・提供しました。
調味料と同時に購入することにより販売点数が伸びる傾向にあり、消費拡大の大きな後押しとなってい
ます。

出荷最盛期に合わせた売り場づくり

ハクサイ×モランボン「キムチの素」豚キムチ
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求することができました。
この様子をセントライ青果
のSNSで発信していただ
き、より多くの方に「夏の
長野県産レタスの日」を
PRすることができました。

　全農長野名古屋販売事務
所は、引き続き市場関係
者、実需者の皆様に向けて
様々な方法で長野県産農産
物をPRし、中部圏での認
知度向上、消費拡大に取り
組んでまいります。

　ＪＡから産地応援をいただいた試食宣伝会も積極的に実施しました。
　７月にＪＡながの、８月にＪＡ佐久浅間、９月にＪＡ松本ハイランドの皆様にお越しいただき、店頭で
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北部市場での「夏の長野県レタスの日」PR ご協力いただいたセントライ青果のSNS
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　ＪＡ全農長野畜産酪農課は
12月22日㈪、年末年始に牛乳
を飲んでほしいと長野駅と松
本駅前で牛乳を配布しました。
　牛乳の約10％は学校給食
向けに製造されており、冬休
みとなる年末年始は消費量が
落ち、生産過剰になります。
しかし生産調整が難しいた
め、ご家庭で牛乳を飲んでも

らおうと牛乳600パックと消費を呼びかけるチラシが入ったティッシュ
を配り、消費拡大を呼びかけました。通勤途中の長野駅利用者は、冷た

い風が吹く中で牛乳を受け取りティッシュに目を向けました。
　畜産酪農課は、年末年始や春休み前などの学校が休みになる前にこのような消費拡大活動を行い、利用
促進を呼びかけています。

年末年始に牛乳を飲んで
　～長野駅前と松本駅前で牛乳PR～

松本駅前

長野駅前

畜産酪農課

■店頭配布パンフレットにコラボレシピを掲載
　店頭で配布されているパンフレットに、調味料メーカーとのタイ
アップレシピを掲載し、新たな需要の創出を図りました。他のきのこ
メーカーも同様に掲載し、きのこ業界全体で売場を盛り上げるべく、
量販店のバイヤーが担当エリアおすすめの趣向を凝らしたレシピを提
案する紙面となりました。パンフレットは秋口に向けきのこ需要を高
めようと、８月31日の「野菜の日」に合わせて青果売り場で配布さ
れました。

■総合品目でのトラックセール
　主力取引先である量販店へ、野菜・果実・きのこを産地直送でお届
けする「トラックセール」を実施しました。毎年恒例のトラックセー
ルを楽しみにされている
お客様も多く、事前にチ
ラシへ告知を入れていた
だき、多くのお客様にご
来店いただきました。本

会ならではの総合品目での売り場はとても迫力があり、大盛
況のトラックセールとなりました。

　営業課ではこれらの活動により、長野県産青果物が一人で
も多くの消費者に手に取っていただけるようPRするととも
に、それぞれの商品が持つ魅力や価値を商談や販促活動をと
おして今後も発信してまいります。

イオンリテールで配布された百菜元気新聞

長野県産青果物が一堂に会する大迫力のオークワでの
トラックセール
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営業課
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静鉄ストアでの料理教室
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も多く見受けられたため、今後もお客様が思わず立ち止まって目をとめ
てしまう企画を立案・実施してまいります。

■アルストロメリアの産地ＪＡ合同フェア
　11月上旬、関東近郊のフラワーショップで、本年度１回目のＪＡ上
伊那・ＪＡ信州諏訪・ＪＡ松本ハイランド・ＪＡ佐久浅間の４ＪＡ合同
アルストロメリアフェアを実施しました。今回は全体的に薄めの色に人

気が集まり、天候に恵ま
れない中で完売する品種
も多くありました。毎年
フェアに来てくださるお
客様だけでなく新規のお
客様の購入も大変多く、
「長野オリンピックのビ
クトリーブーケに使われ
たお花です」とPRすると、さらに興味を持っていただけ
ました。このフェアは2026年４月までに合計５回の実施
を予定しており、一人でも多くのお客様に興味を持ってい
ただけるよう取り組んでまいります。

　消費宣伝活動を通じて、高品質な長野県産花きの需要が大きいことを改めて実感しました。求められる
品目と、期待される量の生産販売ができるように、今後も長野県一丸となって産地の皆様と共に取り組ん
でまいります。

静岡県と合同で「天竜川フェア」

完売する品種もあった４ＪＡ合同フェア

　ＪＡ全農長野は１月14日、県、県酒造組合、JR東日本長野
支社などと日本酒のPRイベントを開きました。JR長野駅コン
コースに酒樽を積み上げたモニュメントを飾り、地酒を振る舞
いました。長野県は、全国で２番目に多い約80カ所の酒蔵を
有する地酒の産地です。長野県を訪れる訪日客は急増しており
長期滞在する訪日客に長野の食をアピールし、滞在中の消費拡
大と将来の県産品の輸出拡大につなげることが目的です。
　長野県の関昇一郎副知事は「ようこそ長野へお越しください
ました。皆さんを歓迎するためにこの『酒タワー』を作りまし
た。今日の酒が皆さんの体を温め、長野の魅力を発見するきっ
かけになればうれしいです」と挨拶し、県酒造組合会長で宮坂
醸造㈱の宮坂直孝社長の「よいしょ」の掛け声で鏡開きを行い
ました（＝表紙）。振る舞い酒は「真澄」「夜明け前」「明鏡止
水」「水尾」が６升分用意され、長野駅利用者が味わっていま
した。
　取材は県内のほかオーストラリアのメディアを招

しょうへい

聘し、現地
での発信を意識してイベントはすべて英語で行われ、雅楽の演
奏や巫女の舞いもあり、日本情緒あふれる催しとなりました。

地酒を訪日客にPR

関副知事のあいさつ

地酒の振る舞い

総務広報課
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令和７年度　花き消費宣伝事業について
　花きの市場相場はコロナ禍以降、数量減少にともなう単価高で推移していましたが、現在、高値による
購買力の低下が起きています。ＪＡ全農長野東京販売事務所ではこのような状況を考慮し、仲卸業者への
PRを継続させながら、消費者への需要喚起策として新たに生花専門店以外の場所でのPRおよび花育事業
にも注力してまいりました。

■大型ホームセンターで「長野県産カーネーションフェア」
を初開催
　６月下旬に関東地方を中心に大型店舗を展開するホームセ
ンターで、ＪＡ信州諏訪・ＪＡ佐久浅間・ＪＡ松本ハイラン
ドの長野県産カーネーションフェアを初めて開催しました。
カーネーションは輸入比率の高い品目ですが、長野県産の品
質抜群な旬のカーネーションの良さを伝えるべく、単色３本
束をフェア価格で販売しました。発色の良さなどが好評で、
多くのお客様で賑わいました。

■果実専門店で花きPR
　10月上旬、長野県アンテナショップ「銀座NAGANO」協力のもと、都内の果実専門店で、コラボ企画
を実施しました。第１弾では、長野県産ブドウを使用したケーキを購入したお客様にスタンダードカー
ネーションを、第２弾では長野県産
クイーンルージュ®を購入したお客
様にトルコギキョウとダリアを、先
着順でプレゼントしました。いずれ
の品種も長野県が生産量１位を誇る
花きで、それぞれの花の特徴や魅力
を伝えるレコメンドカードをあわせ
て配布し、果物だけでなく花きにも
興味を持っていただき「お花がある
暮らし」のきっかけを作ることがで
きました。

■都内の食品スーパーで「秋の信州
花きフェア」を実施
　10月と11月に、都市型スーパーで「秋の花きフェア」を実施しました。

　第１弾は㈱フラワーオークションジャパンの協力のもと、
ＪＡ上伊那・ＪＡみなみ信州の主力品目に加え、ＪＡながの
みゆきブロックの枝物を加えたことで季節感が出たフェアと
なり、お客様からも好評でした。店舗によっては「３本でお
得なおまとめ買い！」という販売方法や、枝物をリースに加
工したりと工夫していただき、売り場が賑わいました。
　第２弾では㈱世田谷花きの協力のもと、静岡県との合同
フェアを初めて実施しました。長野県と静岡県をつなぐ川に
ちなみ「天竜川フェア」と称し、静岡県のバラやガーベラな
どと合わせて売り場を作り、両県の商材のミックス束なども
販売しながらPRしました。興味を持って足を止めるお客様

東京販売事務所

単色３本を束にして品質の良さをアピール

主力品目に枝物を加えて季節感を演出

果専店で該当商品を購入したお客様に花きをプレゼント
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（単位：百万円、％）

JA全農長野の事業現況

区分品目 当年度実績 計画比 前年比
生 産 振 興 課 0 － 2
野菜種苗センター 146 106 115
生 産 振 興 部 計 146 106 112
米 穀 17,237 104 110
果 実 花 き 48,195 95 94
野 菜 き の こ 65,688 95 95
営 業 12,749 91 97
生 産 販 売 部 計 143,870 96 96
農 業 資 材 9,346 97 101
肥 料 農 薬 5,895 112 104
農 業 機 械 5,518 113 112
施 設 住 宅 3,003 166 76
生 産 購 買 部 計 23,762 110 100
畜 産 酪 農 24,851 103 101
三 岳 牧 場 201 80 90
ＳＰＦ繁殖センター 204 85 101
八 ヶ 岳 牧 場 224 95 94
畜 産 酪 農 部 計 25,481 103 101
燃料・ホームエネルギー 18,919 106 97
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 5,766 114 96
く ら し 支 援 5,545 98 94
く ら し 支 援 部 計 30,230 106 96
長 野 県 本 部 計 223,488 99 97

（内部販売高含む）

令和７年度12月末総供給販売高実績表

編
集
後
記

2月のラジオ番組表
放送日時 放送局 番　組　名 出　　演
2/25（水）
11:50
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「暮らしの応援団」 野菜きのこ課

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら
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WEB版はこちら

　
環
境
省
な
ど
が
公
表
し
た
令
和
５
年
度

の
食
品
ロ
ス
発
生
量
は
、
推
計
値
で
約

４
６
４
万
ト
ン
（
家
庭
系
約
２
３
３
万
ト

ン
、
事
業
系
約
２
３
１
万
ト
ン
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
我
が
国
で
は
、
年
間
に
大
量

の
食
品
が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は

事
業
系
か
ら
の
発
生
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
近
年
で
は
一
般
家
庭
か
ら
の
発
生

割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
を
国
民
一
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
、
毎
日
お
に
ぎ
り
１
個
分
の
食
べ

物
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
こ
の
10
年
前
後
で
最
も
発
生
量
が
多

か
っ
た
年
を
調
べ
る
と
、
平
成
27
年
度
の

推
計
値
は
６
４
６
万
ト
ン
で
し
た
。
環
境

へ
の
負
荷
や
資
源
の
無
駄
遣
い
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
り
組

み
が
強
化
さ
れ
た
効
果
も
あ
っ
て
、
こ
こ

数
年
は
発
生
量
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
事
業
系
で
の
食
品
ロ
ス
が
発
生
す
る
要

因
と
し
て
は
、
過
剰
な
見
込
み
発
注
に
よ

る
売
れ
残
り
や
需
要
予
測
の
精
度
不
足
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
経
験
や
勘
に

頼
っ
た
発
注
、
季
節
変
動
や
天
候
の
影

響
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
外
部
要
因
も

関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
個
人
的
に
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
食
品
ロ

ス
削
減
策
と
し
て
、
過
去
の
反
省
を
踏
ま

え
、
買
い
物
時
に
買
い
過
ぎ
な
い
こ
と

や
、
外
食
・
宴
会
時
に
は
食
べ
き
れ
る
量

だ
け
注
文
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
々
の
生
活

の
中
で
意
識
を
変
え
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や

節
度
を
重
視
し
、
持
続
可
能
な
習
慣
を
身

に
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
）

【材料（４人分）】
ライスペーパー…１枚
チーズ……………75g
ミニトマト（赤・黄）
………………各５個

ブルーベリー……30g
ミント……………18g
ピザソース………72g
サラダ油……大さじ１

【作り方】
❶ミニトマトを半分に切り、ミントは洗う。
❷サラダ油をひいたフライパンの上にライスペー
パーをのせ、ピザソースをぬり広げる。
❸❷の上に、❶で切ったミニトマトとチーズをの
せる。
❹フライパンの火をつけ、フタをし、中火で４分焼く。
❺焼き終えたら、ブ
ルーベリーとミン
トを飾り付けて出
来上がり。

今月のおすすめレシピ

素材の味をいかしたライスペーパーピザ
第43回牛乳乳製品利用料理コンクール　優秀賞レシピ

レシピ考案：山田　伶奈さん

それぞれの食材
の味がしっかり
している。

ポイント
アレンジ

■訂正とお詫び
　本誌１月号におきまして誤りがありましたので、下記
のとおり訂正いたします。
　読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をお掛けし
ましたことをお詫び申し上げます。

・９ページ
　ＪＡみなみ信州産「市田柿」トップセールス　12行目
誤）熊井副部長　　正）熊谷副部会長
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令和７年度　野菜販売促進の取り組みについて
　ＪＡ全農長野 長野販売事務所は、県内ならび新潟県、山梨県を含めた甲信越３県を所管しています。
県内外の実需者に向けて長野県産野菜の販売促進を目的に、試食宣伝会の立案と実施、売り場づくりの提
案などを積極的にすすめ、消費拡大に努めてまいりました。今年度の試食宣伝会の取り組みについて報告
します。
　４月～５月は本県産野菜の出荷ス
タートを告げる主力品目であるアスパ
ラガスを中心に試食宣伝を企画し、促
成・露地作型のそれぞれの最盛期に合
わせて県内と山梨県で実施しました。
紫、白、緑の３色の品ぞろえは見栄え
も良く、珍しさもあり売れ行きは非常
に好調でした。
　５月の大型連休明けには、㈱Ｒ＆Ｃ
ながの青果グループ傘下の仲卸会社が長野駅ビルで運営している
青果店（フルーツカンパニー）で、レタスの出荷開始に合わせて
ＪＡ佐久浅間北大井支所青年部の生産者代表にお越しいただき、
店頭で販促活動を実施しました。生産者が購入者と直接コミュニ
ケーションを取れる良い機会となることから、今後も他品目や他
産地でも実施に向けて推進してまいります。
　６月下旬から７月は「夏の長野県産レタスの日」に合わせ、県
内外でレタスの販売促進を強化しました。県内ではフルーツカン
パニーでの試食と合わせてラジオ・テレビ・新聞等の各メディア
発信、Ａ・コープでの特売と主要店舗では試食宣伝を行い、相乗

効果を図りました。県外では
北陸地区をはじめ、各地の
スーパーマーケットにて販売
拡大に努めました。
　９月下旬からは旬を迎える
果実やきのこと合わせた「信
州フェア」を企画し、県産青
果物の総合品目でのPRを図
りました。

　消費活動はコロナ禍前に戻
りましたが、試食宣伝に欠か
せない店頭に立つ試食販売員
の人手不足がみられます。長
野販売事務所は産地からの販
売応援をいただきながら販売
機会を逃さず、卸売会社と実
需者のニーズに沿った新たな
取り組みを試行しながら県産
農産物の販売促進に努めてま
いります。

長野販売事務所

３色の品ぞろえが目を引くアスパラガス売場

店頭でお客様とコミュニケーションを取るＪＡ佐
久浅間北大井青年部の生産者

フルーツカンパニーの売場

野菜と共に果実やきのこを合わせた「信州フェア」
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（単位：百万円、％）

JA全農長野の事業現況

区分品目 当年度実績 計画比 前年比
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編
集
後
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JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com
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